
袋井市の
歴史文化の特徴

資料 ３ - １





１ 川に育まれた平野の歴史と人々の祈り

「とうもん」



「命山」



２ 道がもたらした人の往来と文化

「境の地」

「銅鐸」



「横穴」

「横穴式木室」

「横穴式石室」



秋葉線

駿遠線

軽便鉄道



３火伏の神の信仰と地域の連帯

常夜燈 秋葉信仰
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袋井市の変遷から見る地域コミュニティと都市の成り立ちについて

１ 市町村合併から見る本市の成り立ち

２ 地域コミュニティの基礎となる14町村（明治の大合併）

３ 本市の都市の骨格と構造について

４ 土地利用から見るまちの発展について
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袋井市の変遷から見る地域コミュニティと都市の成り立ちについて

⚫明治22年、市町村制施行に伴い54の村（宿）から誕生した14町村が、現在の地域コミュニティセンターの設置単位と概ね合致し、地域コミュニティ
の基礎となっています。 ※市内コミュニティセンターは、全14館（山名、三川、今井、袋井東、袋井北、袋井西、袋井南、豊沢、高南、笠原、浅羽北、浅羽西、浅羽東、幸浦）

⚫昭和３０年代、14の町村から３市町村（袋井市、山梨町、浅羽村（昭和３１年に浅羽町））が誕生しました。
⚫昭和３８年、旧山梨町と旧袋井市が合併し、平成１７年に旧浅羽町との合併により、現在の「袋井市」が誕生しました。

１ 市町村の合併から見る本市の成り立ち
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昭和３３年11月３日

袋井市
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２ 地域コミュニティの基礎となる１４町村 （明治の大合併時に誕生した１４町村が、今も特色ある地域づくりの拠点に）

明治の大合併による14町村 第２次総合計画（地域編）策定地区

明治22年時 平成27年時

⚫ 明治22年に誕生した14の町村は、その後の合併等により若干区域が変更となっているものの、現在、公共施設であるコミュニティセンター
が設置される14の地域と概ね一致している。

⚫ 各地区は、コミュニティセンターを拠点にまちづくり協議会が組織され、地域独自のまちづくりに取り組んでいる。



３ 都市の骨格と構造について （１つの都市拠点と３つの地域拠点による「ト」の字型の都市構造）

出典：Google Earth Airbus Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO Landsat / 
Copernicus

出典：Google Earth Airbus Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO Landsat / 
Copernicus

出典：Google Earth Airbus Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO Landsat / 
Copernicus

本市の都市拠点は、袋井駅周辺を中心とした都市拠点（中央部）に加え、上山梨地区（北部）と浅羽支所周辺（南部）のほか、
2002年Ｗ杯を契機として新たに開設したJR愛野駅周辺（東部）を地域拠点として定め、トの字型の都市骨格を形成しています。
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中央
（袋井駅）
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東部
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南部
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北部
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４ 土地利用から見るまちの発展について （農業中心から、農・工・商のバランスのとれたまちへ）

⚫ 昭和3３年に袋井町は「市」に昇格したものの、市制移行期には財政ひっ迫状態にあった。
⚫ 昭和35年、全国に先駆けて「袋井市工場誘致条例」を施行し、積極的な工場誘致に着手。昭和４３年に財政再建準用団体（～昭和４５年３月）
を経験するものの、昭和44年、東名高速道路「袋井インターチェンジ」の開設が転機となり、企業誘致やまちの成長・発展に大きな貢献。

⚫ こうした変遷を経て、都市と産業の近代化を図るとともに、農業・工業・商業のバランスのとれた都市として順調に成長してきた。

土地利用の分布状況

（出典）土地利用の分布図…2012年度「都市計画基礎調査」、袋井市の就業構造の変化…「袋井市史（国勢調査より作成）のデータを加工して作成」

（人）
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